
就労継続支援事業への対応 

 

１ 目的 

就労継続支援事業所に対し、研修等を実施し、情報共有の促進を通じて、事業所の増加及び機能

強化を図ることを目的とする。平成２５年度は主にＡ型対象に、平成２６年度はＡ型及びＢ型を対

象に実施してきた。平成２７年度も引続き数の増加だけでなく、質（工賃（賃金）及び生活支援）

の向上に資する研修等を実施していく予定。 

 

２ 実施体制 

県障害福祉課及び（特非）千葉県障害者就労事業振興センター 

 

３ 平成２６年度までの実績 

（１）就労継続支援Ａ型事業所 

第１回 平成２６年３月１４日 

  対 象：就労継続支援Ａ型及びＢ型（今後Ａ型を目指す予定もしくは興味があるに限る） 

テーマ：「Ａ型事業所の現状と課題」 

  内 容：①行政説明 ②事業所からの事例発表 ③グループワーク（事業計画作成） 

  参加者：５６名 

 

  第２回 平成２６年８月２０日 

  対 象：就労継続支援Ａ型 

テーマ：「Ａ型事業所が直面する課題と解決策」 

  内 容：①「障害者総合支援法及び基準条例の基礎」等（虐待防止法含む）  

②「基礎的な就労支援事業会計の解説」  

③「工賃（賃金）実績を集計して見えてきた課題」  

④グループワーク（Ａ型の使命・存在意義とは） 

  参加者：４３名 

 

第３回 平成２７年３月１３日（予定） 

  対 象：就労継続支援Ａ型 

テーマ：「Ａ型事業所における生活支援について」（仮） 

  内 容：利用者支援に係るケーススタディ及びグループワーク（仮） 

 

（２）就労継続支援Ｂ型事業所 

平成２６年１０月２３日～平成２７年１月２８日 

※県内８か所で計１１回開催 

対 象：就労継続支援Ｂ型、参加希望のＡ型・就労移行・生活介護・地活・小規模作業所等 

テーマ：「Ｂ型事業所が直面する課題と解決策」 

  内 容：①「障害者総合支援法及び基準条例の基礎」等（虐待防止法含む）  

②「基礎的な就労支援事業会計の解説」  

③「工賃（賃金）実績を集計して見えてきた課題」  

④グループワーク（Ｂ型として工賃向上を目指すか目指さないか） 

  参加者：計４５０名 
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